
令和６年度橋本・伊都自立支援協議会地域生活支援部高次脳分科会
 和歌山県高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業

「高次脳機能障害研修会」

日 時
令和７年

２月１５日（土）１３：２０～１６：３０
(１３：００開場)

第１部 １３：３０～１４：３５

「高次脳機能障害　～心と体で支えるリハビリテーション～」

・昭和大学医学部　リハビリテーション医学講座
・はしもとクリニック経堂　理事長　　

准教授 橋本　圭司　氏　
 
第２部

 
１４：５０～１５：３０

 

「対談：橋本先生とQ＆A」
　　　　

会場 和歌山県橋本市教育文化会館　大ホール
　　　（橋本市東家一丁目6番27号）

 

高次脳機能障害当事者会
　え～わの会　　代表 氏 松永 裕介　

 まつなが ゆうすけ

定員 １５０名

※手話通訳・要約筆記付き研修会（予約不要）

「高次脳機能障害」は、脳出血等の脳疾患や交通事故等の外傷によって脳に損傷を受け

たことが原因で生じる障害です。受傷前にできていたことができなくなり、仕事や生活など

様々な場面で困って いるにもかかわらず、外見上わかりづらいことから「見えない障害」とも
言われています。

数多くの高次脳機能障害治療を経験され、たくさんの専門書を発行されている橋本圭司氏に

高次脳機能障害について解説いただくとともに、当事者団体で活躍されている「え～わの会」

代表松永裕介氏と橋本先生との対談・Q&A、さらに松永氏の体験談等をお話しいただきます。

障害者支援課
ＴＥＬ ０７３－４４１－７０７０ ＦＡＸ ０７３－４４６－００３６
e-mail   e0404012@pref.wakayama.lg.jp

問い合わせ先

入場無料

はしもと 　けいじ

和歌山県障害児者サポートセンター

第３部　１５：４５～１６：２５

　「高次脳機能障害と歩んだ２０年」 



研 修 会 参 加 申 込 書
【 申 込 方 法 】

Ｆ Ａ Ｘ ま た は メ ー ル に て お 申 し 込 み く だ さ い 。
・ メ ー ル ： e0404012@pref.wakayama.lg.jp

件 名 を 「 研 修 会 参 加 申 込 」 と し 、 以 下 の 項 目 を メ ー ル 本 文 に ご 記 載 く だ さ い 。

・ Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ７ ３ － ４ ４ ６ － ０ ０ ３ ６
お 名 前 高 次 脳 機 能 障 害 者 と の 関 わ り

ふ り が な ※ 該 当 す る も の に ○ を し て く だ さ い 。

( )当 事 者 ・ ( )ご 家 族
( )支 援 者【 職 種 : 】

( )な し
団 体 ／ 所 属 名

※ 個 人 で の お 申 し 込 み の 場 合 、 記 入 は 不 要 で す 。

参 加 方 法 会場のみ　（今回は、オンライン開催はいたしません。）

参 加 人 数 名 （ 当 事 者 名 ・ ご 家 族 名 ・ 支 援 者 名 ・ そ の 他 名 ）

※ 車 椅 子 ス ペ ー ス 、 手 話 通 訳 、 要 約 筆 記 な ど 必 要 な 配 慮 が あ れ ば ご 記 入 く だ さ い 。

住 所
※ 市 町 村 名 を ご 記 入 く だ さ い 。

Ｔ Ｅ Ｌ Ｆ Ａ Ｘ

メ ー ル ア ド レ ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 今 後 の 高 次 脳 機 能障 害 に 関 す る 研 修 会 等 の メ ー ル 案 内 を希 望 さ れ る 方 も ご 記 入 く だ さ い 。

※ ご 記 入 い た だ き ま し た 個 人 情 報 に つ き ま し て は 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 を 遵 守 し 、 適 切 に 取 扱 い ま す 。

※　開 催 中 の 録 画 や 録 音 な どはお 断 りし て お り ま す 。

※ 当 日 の 午 前 10時 時 点 で 県 内 に お い て 警 報 （ 大 雨 ・ 洪 水 ・ 暴 風 等 ） が 発 令 さ れ て い る 等 、 緊 急 時 に は 開 催 を

　中 止 と す る 場 合 が あ り ま す 。

【 申 込 期 限 】

令 和７年 ２ 月５日 （水）

【交通アクセス】

Ｊ Ｒ橋本駅・南海橋本駅より　
　
　・徒歩約5分

　・バ ス5分　「市役所前」 下 車より徒歩すぐ


